
広報あぐい　２００６年１２月１日号

11

いきがい教室・講座開講

◆
期
間　

一
月
十
七
日（
水
）

　
　
　
　

一
月
二
十
四
日（
水
）　

全
六
回

◆
時
間　

①
午
前
十
時
〜
正
午

　
　
　
　

②
午
後
七
時
〜
午
後
九
時

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

各
十
九
人

◆
内
容　

エ
ク
セ
ル
２
０
０
０
の
基
礎
講

座
で
す
。

◆
講
師　

高
士
敦
子

◆
受
講
料
な
ど　

二
千
六
百
円
程
度

◆
期
間　

一
月
二
十
日（
土
）

◆
時
間　

午
前
十
時
〜
正
午

◆
会
場　

中
央
公
民
館
本
館

◆
対
象　

一
般

◆
定
員　

二
十
人

◆
内
容　

水
餃
子
な
ど
を
作
り
、
食
べ
な

が
ら
中
国
の
人
と
交
流
し
ま
す
。

◆
講
師　

チ
ュ
ー
ミ
ン

◆
受
講
料　

七
百
円
程
度

パ
ソ
コ
ン
教
室「
エ
ク
セ
ル
の
基
礎
」①
②

飲
茶（
ヤ
ム
チ
ャ
）で
交
流

問い合せ先
社
会
教
育
課
公
民
館
係

�（
４
８
）１
１
１
１（
内
２
６
０
）

F
A
X（
４
８
）６
２
２
９

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

shakyo@
tow
n.agui.lg.jp

申込方法
　

電
話
（
平
日
午
前
九
時
〜
午
後

五
時
）
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
、
公
民

館
窓
口
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

阿
久
比
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
暮
ら

し
の
情
報
」
か
ら
も
申
し
込
み
で

き
ま
す
。

開講にあたって
　

定
員
を
超
え
た
場
合
は
初
め
て

の
方
を
優
先
し
、
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。
申
し
込
み
が
十
人
未

満
の
場
合
や
講
師
の
都
合
に
よ
り

変
更
な
ど
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

申
込
資
格

　

町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
し
て
い
る
方

申
込
期
間

　

十
二
月
十
五
日（
金
）

む
か
し
の
民
具
の
は
な
し

　
 
火  
鉢 
が
い
つ
ご
ろ
か
ら
使
用
さ
れ
て
い

ひ 
ば
ち

た
の
か
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

　

清
少
納
言
の
枕
草
子
に
、
火
鉢
の
前
身

に
当
た
る 
火  
桶 
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ

ひ 
お
け

る
こ
と
か
ら
、
平
安
時
代
に
は
使
用
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

炭
を
使
用
す
る
た
め
、 
薪 

た
き
ぎ

を
使
う 
囲  
炉 

い 

ろ

 
裏 
に
比
べ
煙
が
出
な
い
こ
と
か
ら
、
武
家

りや
公
家
の
間
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
が

一
般
に
も
普
及
し
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治

時
代
に
か
け
て
発
達
し
ま
し
た
。

　

装
飾
を
施
し
た
金
属
製
の
火
鉢
や
鮮
や

か
な
彩
色
を
し
た
陶
器
製
の
火
鉢
が
作
ら

れ
ま
し
た
。

　

戦
前
ま
で
は
駅
の
待
合
室
な
ど
で
よ
く

見
ら
れ
ま
し
た
が
、
ス
ト
ー
ブ
に
押
さ
れ

て
そ
の
姿
は
消
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
装
飾
植
木
鉢
、
プ
ラ
ン
タ
ー

カ
バ
ー
と
し
て
使
用
さ
れ
、
中
に
水
を
張

り
、
金
魚
な
ど
を
飼
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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パソコン教室


